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古 くこしょうの主産地 であった南ア ジア諸国 は

現在多岐に亘 る香辛料 の主産地 として,日 本 を含

めた欧 壮諸外国への大 きな主要輸出国 として位置

づ けられてい る。 また当地 では非常に多種の香 辛

料が食生活の中に深 く根付いて貴重な調味効果 と

同時に,香 辛料の持つ殺菌,抗 菌お よび抗 カビ効

果が熱帯 地方 に住む人々に とって非常に重要 な役

割 を演 じてい ることが考 え られ る。

香辛料 には多 くの生 理活性物質が含 まれ,特 に

消化酵素分泌促進,食 欲増進,食 品保存(殺 菌,

防菌,防 カビ)効 果が知 られている。唯試験 され

た香辛料の種類は多 くな く,そ の試験法 も研究 者

で統一 された方法が確立 されているわ けではない。

一方
,香 辛料には抗酸化作用の存在 も示唆 され

ている。 そこで一定の方法で可能 な限 り多 くの 試

料 につ いて抗菌作用,抗 酸化作用を検討 し,こ れ

ら生理活性 と香辛料消費量に伴 う健康への相関 が

認 められ るのか否かについて明 らか にす ることを

目的 とした。

〔方 法〕

(1)香 辛料:パ キスタン,イ ン ド,ス リラ ン

カおよび ネパールで香辛料を中心 として シンガル

医学お よびアユルベーダ医学で用 いられた生薬 類

も合わせ て136種 類が集 められ た。

(2)抗 菌,殺 菌作用の検定:各 試料100mg乾

燥重 を秤量,こ れに50%エ タノール1m$を 添 加

して密栓後0℃ で12時 間放置,抽 出を行 った。 抗

菌および殺 菌効果の検定 はグラム陰性菌 としてE.

coliK-12を 陽性菌 としてBecillzrssubtilisを 用い

て行 った。 これらの細菌の培 養はグルコース4%,

ポ リベ プ トン1%,酵 母 エキス0.1%,MgC12・5

H20100mgP,pH7.0の 培地37℃,12時 間培養

した もの を遠心 で集め生理食塩 水に懸濁 した。前

記培地 に1.5%に 寒 天を加 え溶解後55℃ に冷却 し

た時点で検定の懸濁液 を100m8培 地当 り1mP添 加,

速 かに撹拝後,ガ ラス平板 を作製 した。 この平板

上 に各抽出試料10mPを しみ込 ませ乾燥 した口紙チ

ップ(6mm直 径)を 乗せ,12hr,37℃ で培養 を行

い,生 じた生育阻 止円の直径 をノギスで測定 した。

同時 にス トレプ トマイシンを標準 として生育阻止

を測定 し,1ｵgで の生 育阻止活性を1単 位 として

抗菌,お よび殺菌活性 とした。

(3)抗 酸化作用 の検定:高 い呼吸活性 を示す

ことが知 られているケブカクロバエの幼虫脂肪体

細胞 の ミトコンドリアを用い,タ ー シャリーブチ

ルペルオキシ ド(t-BuOOH)(5mM)で 処理 するこ

とによ り,ミ トコン ドリア膜 に損傷 を受けマ トリ

クス内に局在する リンゴ酸脱水素酵素が流出する。

この流出量が酸化防止剤 の添加 により抑制 される

割合によ り,そ の効果 を判定 した。艀化後5日 目

の幼虫 の脂肪体を採取 し(解 剖顕微鏡下),マ ル ピ

ーギ氏管 を完全に除 去する。 この脂肪体 をNaCl

(70gi'P),KCI2g,CaClz・2HzO2g,MgClz・6

H201g,NaHzPOa2g,NaHCO31.2gグ ルコー

ス10gか らなる溶液5m$に 入れる。この ときの反

応液中の リンゴ酸脱水素酵素活性 を測定 してお く

(h。)。 この反応液にt-BuOON5mMあ るいは同

時に酸化防止活性 を検定する試料 を添加 して30℃

で3時 間反応 させた。その反応液 に認 められ る酵
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Fig.1PhotographsofPeppersandBiologics

素活性 をh3と す る。 さらにこの反応液にTriton

×-1000.5%終 濃 度に添加,ガ ラスホモゲナ イ

ザーで磨粋 後10,000×g遠 心上澄の酵素活性(全

活性)を 測定 し,こ れ をhwと す る。 これ らの活

性か ら,過 酸化物(こ の場合t-BuOON)の 添加

によ り膜損傷 で流出す るリンゴ酸脱 水素酵素の活

h3‐ho性 量は ×100=流 出率(%)で 示 される
。h

ｵ.‐ho

尚 リンゴ酸脱水素酵素の活性は50mMリ ン酸緩

衡液(pH7.5),オ ギザロ酢酸10mM,NADHO.fL

mM,酵 素を添加 してNADHの 酸化 を340mmで 定

量 して酸素活性 とした。

試料は100㎎(乾 燥重)を ジメチ ルスル フォキ

シ ド1m$で 抽出 する。 これ を原液 として反応 液

(5m$)に50ｵPを 添加 した。
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〔結果 および考 察〕

1)集 め られた香辛料,シ ンガリ医学およびア

ユルベーダ生薬の写真

Fig.1に 集 められ た香辛料お よび各地で生薬 と

して用い られている ものについて,物 質名が判明

した ものについては学名 を,判 明 しない もの も,

その地 方での呼称 を購 入先の店主か ら聞 き取 りに

より収 集 し,そ れを記入 した。その為誤 りもあ り

可能性 もあ り,さ らに検討が必要である。 また生

薬についてはその使用法お よび効能を もそえ書 き

として加 えた。香 辛料 については各地 方で同一の

ものを収集 し,抗 菌性,抗 酸化性 の比較 を行 った。

生薬 については特 に抗酸化性 に重点 をおいて検討

した。

2)抗 菌,殺 菌作用の検討

結果 をTablelに 示す。 グラム陰性菌 のEsoli

に対 してより,陽 性菌であるB.sicbtilisに 対 する

抗菌性お よび殺菌性が高い ことを示 している。そ

の一方で栄養培 地で生育 させているにもかかわ ら

ず,こ れ ら試料抽出液の添加 で生育が促進 される

もの もあった。

E.coliに 対 しては米を炊 くときにその香辛料 と

して用 いられるCilicakai(和 名不明),強 壮剤 と

し用い られ るAmukrah,現 地 の人々が虫歯予防

として用いるダ ンラーサー,耳 炎 に用い るサタフ

ァデ ィナ シュア,ア プ リコッ ト,腹 痛薬に用 いる

Hal,下 剤止 め として用 いられ ているアルル(ナ

ツメグか と思 われ る),ナ ツメグの花にかな り強

い活性 が認 められた。

一方B .subtilisに対 しては腹痛 薬 として用い ら

れるKumbraEtla,強 壮剤あ るいは鎮痛剤お よび

血行促進 として用 いられ るBehmanSuraku,強

壮剤 のSalabPanja,ダ ルやカ レーに用 いられ る

タマ リン ド,揚 パ ンや魚料理および食後の口直 し

によ く用 いられ るク ミン(ジ ーラ)等 に抗菌活性

が特 に高か った。 これ らの効果か ら生薬お よび香

辛料の中 には調味 料としての意味 と抗殺 菌性が付

与 されてい ることが明 らか とな った。本実験 では

試料 を50%エ タノール抽出 によってのみ活性 測定

を行 ったが,熱 水抽出,あ るいはエーテル抽 出に

よる結果 も今後検討す る必要がある。 さらに これ

ら活性 物質の単離 同定 に興味が もたれる。一 方生

育促進物 質が何に起因 する か も検討 の余地 が あ

る。なぜな らば非常 に栄養過多の条件下 で生育 さ

せているに もかかわ らず,か な りの試料 に於 いて,

特にB.sacbtilisで 生育がそれ以上 に進行す ること

か ら新 しいGrowthFactorの 存在を示唆 して い

る。

3)抗 酸化作用の検討

結果 をTable2に 示す。試験 した50検 体中細胞

からの リンゴ酸脱 水素 酵素 の流出 を20%以 下 に抑

制 した試料 は19種 に ものぼ り,完 全 に抑制 した高

い抗酸化性 を示す もの としては11種 認め られた。

そのほ とん どが生薬 として用 いられてい るもので

あ り,こ れ らの植物乾燥品 中には新 しい抗酸化物

質の存在す る可能性 もあ りさらに検討する必 要が

ある。

香辛料の中にはコ リアンダー,マ スター ドカル

ダモン,ス ガダニアン,お よびハ シハスにかな り

高 い抗酸化作用が認 められた。一方最 も多用 され

る トウガ ラシに も弱 いなが ら抗酸化作用 が認 めら

れた(30～40%の 酵素流出)。 トウガラ シの辛 さ

との相関は認 められなか った。

さらに未検討の試料が多 くあ り,今 後 これ らに

ついて も検討 する予定であ る。 且作用の高 い試料

については大量入手 を行い,そ の物質の同定 を行

いたい。抗酸化作用の認め られた試料で同時 に抗

菌作用 も存在 した ものは6種 あ り,共 同作用で人

体に も好結果 を示す可能性 がある。

以上,生 薬,香 辛料の相 当数 が抗菌,抗 酸化作

用を示 すことか ら,熱 帯地 方に於 いて,生 鮮食料
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TablelAntibiralActivityofSomePeppersandBio]ogics.
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Table2AntioxidantActivityofSomePeppersandBiologics.

品の保存法の未発達地域 では これら香辛料が重 要

な役割 を演 じ,且 多様な種 類の使用 により,多 大

な効果 をあげて いることが推 察される。 また医学

の未発達の これ ら地域 では生薬 の使用が大 きく健

康維持 に貢献 している ことも,こ れ までの実験 で

一部裏付 けられた
。

現在南 アジア各国の羅病率,死 亡率の年次変化

とこれ ら香辛料の使用量変動の統計処理を行 って

お り,別 の紙面で報告す る予定 である。
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UtilizationofSpicestoDailyLifeinIndia,Nepal, Pakistanand

SriLanka,andtheEffectonHealth

YoshihisaNakano(UniversityofOsakaPrefecture)

ManyspicesandnaturaldrugswerecollectedinIndia,Nepal,PakistanandSri

Lanka,whichwereutilizedindailylife.Theirweredeterminedonanti-bactrialand-

oxidantactivities.Esclaerichiacolt;agram-negative,and翫6〃ussubtilis,agram-posi亡ive,

wereusedtodeterminetheantibacterialactivity.Theactivitywasfoundinsomespices

andnaturaldrugs.Further,antioxydantactivitywasalsofound,especiallyinnatural

drugs.Consequently,itisevidentthatthesespicesanddrugsareeffectiveofthe

preventionofepidemics.


